
一 般
質 問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針など
を質問するもので、定例会に限って行われます。
　今回の一般質問は6月12日から同14日までの3日間で行い、10人の議員が
質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

楠
本  

健
康
対
策
、積
極
的
な
発
想
や
ア

イ
デ
ア
は
出
来
な
い
か
。

市
長  

県
内
各
地
で
は
、健
康
運
動
に
ポ

イ
ン
ト
制
を
導
入
し
、商
品
券
と
交
換
で

き
る
な
ど
、先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例

を
参
考
に
、前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

楠
本  

新
体
育
館
周
辺
の
有
効
利
用
の
た

め
天
草
市
で
確
保
で
き
な
い
の
か
。

市
長  

本
年
度
に「
天
草
市
重
要
公
共
施

設
再
配
置
基
本
方
針
」を
策
定
、市
民
セ

ン
タ
ー
周
辺
は
公
共
施
設
用
地
と
し
て
最

も
利
用
価
値
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

総
合
的
に
し
か
も
、早
急
に
検
討
し
た
い
。

楠
本  

な
ぜ
、熊
本
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業

へ
参
加
さ
れ
る
の
か
。

市
長  

庁
舎
機
能
の
充
実
や
、
後
世
に

残
る
優
れ
た
建
築
物
を
つ
く
る
。
多
く

の
建
築
関
係
者
の
参
加
応
募
が
あ
り
、

天
草
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
庁
舎
が
出
来

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

楠
本  

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
で
話
題
と
い
う
こ

と
だ
が
、
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
に
つ
い

て
も
、
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
で
天
草
の
顔
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
県
に
要
望
し

て
ほ
し
い
。

楠
本  

前
回
、畜
産
振
興
に
お
け
る
購
買

者
対
策
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
が
。

経
済
部 　

購
買
者
の
宿
泊
補
助
を
天
草

畜
協
と
行
っ
て
い
る
。

楠
本  

天
草
は
遠
隔
地
、輸
送
費
支
援
等

の
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

楠
本  

獣
医
対
策
、畜
産
農
家
の
人
が
、牛

の
病
気
・
お
産
・
人
工
授
精
な
ど
に
獣
医

不
足
で
た
い
へ
ん
困
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
が
、
獣
医
の
現
状
に
つ
い
て
。

経
済
部 　

管
内
の「
産
業
動
物
臨
床
獣

医
師
」
は
、
４
名
で
牛
約
４
千
頭
に
当

ら
れ
、
地
域
の
広
範
囲
等
を
考
え
る
と

獣
医
師
の
不
足
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。

楠
本  

行
政
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

経
済
部 　

産
業
動
物
臨
床
獣
医
師
の
処

遇
改
善
を
は
か
る
た
め
、
天
草
家
畜
自

衛
防
疫
促
進
協
議
会
と
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

楠
本  

畜
産
振
興
策
に
つ
い
て
、市
長
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長  

天
草
の
黒
牛
は
、歴
史
も
古
く
、

滋
賀
・
三
重
・
香
川
等
の
購
入
者
も
多

い
と
聞
い
て
い
る
。天
草
黒
牛
ブ
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
を
昨
年
設
立
し
ま
し
た
。六

次
産
業
化
も
推
進
し
て
お
り
、積
極
的
に

売
り
出
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

楠本千秋
議員

市
民
の
健
康
対
策
・
市
庁
舎
建
設
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
・
畜
産
振
興
に
つ
い
て

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

市
長

市
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

平
山  

今
年
度
、
新
規
補
助
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
た
が
、
今
後
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
早
期
完
成
を
実
現
す
る
た
め

地
元
自
治
体
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
う
か
が
う
。

建
設
部 　

熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
う

ち
、
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」
４
㎞
区
間
は
、
平
成
16
年
３

月
に
調
査
区
間
に
指
定
さ
れ
、
各
種
調

査
や
市
民
参
画
型
の
道
づ
く
り
を
行
う

た
め
設
置
さ
れ
た
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
言
を
踏
ま
え
る
な
ど
、
様
々
な
視
点

か
ら
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
、こ
の
う
ち
、

約
１
・
３
㎞
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
本
年

１
月
に
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
た
。

本
年
５
月
に
は
、
国
の
新
規
補
助
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
、
総
事
業
費
は
約
１

２
３
億
円
、
本
年
度
の
事
業
費
は
１
億

円
。

　

今
年
度
、
測
量
・
地
質
調
査
・
設
計

を
行
い
、来
年
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
、

用
地
交
渉
に
入
る
た
め
の
事
業
説
明
会

を
開
催
し
た
後
、
用
地
交
渉
が
開
始
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ

て
用
地
の
取
得
が
出
来
た
と
こ
ろ
か
ら

工
事
着
手
し
、
事
業
主
体
の
熊
本
県
で

は
概
ね
10
年
後
の
完
成
を
目
ざ
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
長  

こ
の
事
業
は
、
熊
本
県
が
事
業

主
体
で
あ
る
が
天
草
島
民
の
悲
願
で
も

あ
る
。
地
元
自
治
体
と
し
て
、
国
・
県

等
の
関
係
機
関
へ
の
要
望
、
地
元
事
業

説
明
会
等
、
事
業
主
体
の
熊
本
県
と
共

に
一
体
と
な
っ
て
早
期
完
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し

て
い
く
。
な
お
、
事
業
着
手
を
記
念
す

る
と
と
も
に
、
島
民
の
事
業
に
対
す
る

機
運
を
高
め
、
早
期
完
成
を
目
ざ
し
、

６
月
23
日（
日
）
に
蒲
島
県
知
事
を
は

じ
め
多
く
の
ご
来
賓
を
迎
え
熊
本
県

と
の
共
催
で
事
業
着
手
記
念
式
を
執

り
行
う
。

平
山  

西
の
久
保
公
園
・
十
万
山
公
園

の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

建
設
部 　

西
の
久
保
公
園
の
駐
車
場

増
設
計
画
は
、
今
後
の
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。
十
万
山
公
園
の
老

朽
化
し
て
い
る
照
明
設
備
は
今
年
度
よ

り
改
修
を
行
う
と
と
も
に
登
山
道
の
せ

り
出
し
た
木
の
枝
に
つ
い
て
は
、
個
人

所
有
地
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
土

地
所
有
者
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

平山泰司
議員

第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
の
建
設
に
つ
い
て

平
山

建
設
部
長

平
山

市
長

建
設
部
長

濱
洲  

自
動
車
、ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー（
天
草
）の
登
録
は
で
き
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部

 

自
動
車
の
場
合
は
上

天
草
市
・
苓
北
町
を
含
め
て
10
万
台
以
上

の
所
有
が
必
要
で
あ
る
。現
在
は
８
万
９

千
６
百
台
で
あ
り
若
干
た
り
な
い
が
、国

へ
の
規
制
緩
和
、要
求
も
検
討
し
た
い
。

濱
洲
　
長
嶋
茂
雄
氏
の
国
民
栄
誉
賞
受

賞
を
記
念
し
、少
年
野
球
教
室
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
は
で
き
な
い
か
。

地
域
振
興
部

  

少
年
の
健
全
育
成
と

競
技
力
の
向
上
に
も
役
立
つ
こ
と
で
あ

る
の
で
、体
育
協
会
、野
球
連
盟
な
ど
と

協
議
を
行
う
よ
う
考
え
て
い
る
。

濱
洲
　
天
草
市
登
山
マ
ッ
プ
を
制
作
し

旅
行
会
社
と
協
力
体
制
で
登
山
ツ
ア
ー

の
売
り
込
み
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

観
光
文
化
部
長　

今
年
度
、地
元
の
登
山

愛
好
家
グ
ル
ー
プ
が
天
草
の
山
の
本
を

発
行
予
定
で
あ

る
。コ
ー
ス
選
定

や
環
境
整
備
を

行
い
、観
光
協
会

な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、旅

行
商
品
の
造
成

に
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

濱
洲
　
本
渡
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
使

用
は
年
齢
制
限
な
く
市
民
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
は
で
き
な
い
も
の
か
。

教
育
部
長  

現
在
の
ホ
ー
ム
利
用
者
は

35
歳
以
上
の
方
も
数
名
お
ら
れ
る
。
１

２
２
名
の
登
録
者
中
１
０
３
名
が
35
歳

以
下
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
運
営
委
員
会
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

濱
洲
　
昨
年
度
の
、
公
民
館
主
催
の
学

級
は
各
地
区
で
開
催
頻
度
の
差
が
見
え

る
が
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
か
。

教
育
部
長  

各
地
域
の
頻
度
差
を
解
消

す
る
よ
う
現
在
、要
望
等
の
聞
き
取
り
を

し
計
画
中
で
あ
る
。今
年
度
の
方
針
は
、

旧
市
町
全
体
を
対
象
と
し
た
全
体
講
座

と
各
地
区
振
興
会
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
の
２
本
立
て
で
計
画
を
し
て
い
る
。

【
農
地
対
策
に
つ
い
て
】

濱
洲  

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
大
手
医

薬
品
会
社
と
委
託
契
約
し
、
漢
方
薬
の

栽
培
は
で
き
な
い
か
。

経
済
部
長  

現
在
、
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
、

ヨ
モ
ギ
な
ど
を
奨
励
し
て
お
り
、
ボ
タ

ン
ボ
ウ
フ
ウ
は
青
汁
の
原
料
と
し
て
販

売
も
始
ま
っ
て
い
る
。
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
の
で
、
情
報
が
あ
れ
ば
提
供

を
お
願
い
し
た
い
。

天
草
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱洲大心
議員

市
民
生
活
部
長

地
域
振
興
部
長

観
光
文
化
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

経
済
部
長

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

山
平
　

司
泰

の
橋
大
戸
瀬
草
天
２
第）
称
仮
（路
道
線
幹
草
天
本
熊
①

て
い
つ
に
設
建

の
後
今
・
用
活
利
の
園
公
山
万
十
、
園
公
保
久
の
西
②

て
い
つ
に
画
計
備
整

２

本
楠
　

秋
千

て
い
つ
に
策
対
康
健
の
民
市
①

て
い
つ
に
進
推
の
育
教
会
社
②

て
い
つ
に
興
振
産
畜
④

３

洲
濱
　

心
大

て
い
つ
に
動
活
Ｒ
Ｐ
の
市
草
天
①

て
い
つ
に
動
活
館
民
公
③

て
い
つ
に
策
対
地
農
④

４

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
進
促
備
整
の
路
道
線
幹
草
天
本
熊
②

て
い
つ
に
進
推
の
菌
除
菌
リ
ロ
ピ
③

て
い
つ
に
策
対
症
中
熱
・
暑
猛
④

５

崎
浜
　

昭
義

か
の
す
ら
た
も
を
響

て
い
つ
に
ト
ン
ベ
イ
る
い
て
れ
わ
行
で
市
草
天
②

６

塚
大
　

生
基

て
い
つ
に
ン
ラ
プ
地
農
・
人
①

て
い
つ
に
社
公
手
い
担
業
農
②

７

池
蓮
　

正
良

る
す
進
推
を
り
く
づ
ち
ま
い
よ
つ
に
害
災
②

い
な
で
き
べ
す
更
変
を
系
体
法
る
す
と
心
中
を
法
憲
③

８

嶋
福
　

子
啓

て
い
つ
に
と
こ
る
守
を
化
文
・
統
伝
①

９

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
況
状
用
運
理
管
の
車
用
公
①

て
い
つ
に
務
業
付
受
口
窓
②

10

村
中
　

木
五

て
し
指
目
を
展
発
る
あ
衡
均
の
域
地
①

て
い
つ
に
策
対
済
経
③

本町　矢筈岳


